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 『インターネットを通じて、世
界をより良くする』をミッショ
ンに掲げ、ゲーム事業を中心に
ライブエンターテインメント事
業、メディア事業、広告事業な
ど幅広いビジネスを展開するグ
リー株式会社。
　同社 開発本部 情報システム
部の姫野貴人氏は、会計システ
ムチームに所属し、会計システ
ムをはじめ稟議、支払系のシス
テムなどの構築・運用を担当しています。もともとはIT基盤チームでインフラの構
築に携わっていたこともあり、今回のバックアップシステムの刷新・統合プロジェ
クトにおいても中心的な役割を担っています。姫野氏は、同社の情報システム部が
抱えていた課題をこう語ります。
　「グリーの情報システム部は、業務委託も含めて60人くらいで業務を行って 
おり、本社からグループ会社まですべての情報システムを運用・管理していま
す。6つのチームに分かれ、それぞれがバラバラにシステムを構築していたため、
運用・管理の作業が非効率化しているという課題を抱えていました」

レガシーシステムからの脱却に合わせ
バックアップ体制の見直しを図る
　業務ごとに個別でシステムを構築・運用してきたことの弊害は、バックアップ環
境にも及んでいます。「以前はシステムごとにバックアップシステムを構築してい
たので無駄が多く、容量不足で世代管理が行えなかったり、特定の担当者しかリス
トアが行えない属人化が生じたりと、さまざまな課題が顕在化していました」と姫
野氏。システムの老朽化も進み、早急な対応が求められていたと振り返ります。
　そこでグリーでは、2017年末のデータセンター移設を機に、レガシーなシステム
からの脱却に取り組みます。その当時は、予算を確保していなかったこともあり、
バックアップシステムの刷新は行われませんでしたが、IT基盤の刷新に合わせバッ
クアップ環境の一元化を図りたいという思いは強くなったといいます。特に姫野氏
の所属する会計システムチームでは、会計監査でバックアップ体制がチェックされ
ることもあり、バックアップ環境の見直しは急務でした。
 「バックアップ環境の一元化にあたっては、実際の業務に沿ったものにすることが
重要です。IT基盤チームだけではIT管理者中心のバックアップシステムになってし
まい、運用・管理面の課題が解決されない可能性があります」
　こうした事情もあって、IT基盤チームのメンバーを熟知するだけでなく、会計監
査の要件を満たすバックアップシステムを必要としている姫野氏が中心となり、バ
ックアップ環境刷新のプロジェクトが始動しました。2018年9月から複数システム
を一元管理できるバックアップソリューションの選定を開始。VMwareやHyper-V
といった仮想化システムのデータを同時にバックアップできるルーブリックのソリ
ューションが採用されました。
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ITトランスフォーメーション 
の成果：
グリーが抱えていた、バックア
ップシステムの乱立による業務
効率の低下という課題を、デー
タセンターからクラウドまであ
らゆる環境に対応したルーブリ
ックのバックアップソリューシ
ョンで解決。バックアップ環境
の一元化により運用負荷の軽減
に成功し、情報システム部門の
リソースを生産性の高いミッシ
ョンに振り分けられるようにな
りました。 

グリー株式会社

グリーが業務システムすべてのバックアップを
ルーブリックに一本化し、運用負荷を大幅に軽減
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 「2018年6月くらいにルーブ
リックのバックアップソリュ
ーションについての説明を受
けていて、当時から先進的な
ソリューションだと評価して
いました。そのため、9月に選
定を開始してから採用に至る
までスムーズに進みました。
予算の問題もクリアし、同年
の12月には導入が決定して

いました」と、姫野氏は経緯を語ります。
　全社的なバックアップシステムの刷新という大規模プロ
ジェクトでありながら、3カ月程度で導入決定に至った理由
は、それぞれのシステムがバックアップの課題を抱えてい
たことにあります。会計システムチームでは、これまで使
用していた VMware のバックアップ機能「vSphere Data 
Protection（VDP）」のサポート終了が同年12月に迫ってお
り、新たなバックアップ環境の構築が不可欠でした。他のチ
ームも、運用・管理の負荷増大や属人化などに悩まされてお
り、こうした課題がプロジェクトの早期推進を後押しするこ
とになったといいます。

高速処理のアプライアンスを導入し、 
運用負荷の大幅な軽減に成功
　グリーが採用したルーブリックのソリューションは、一体
型のアプライアンス製品「Rubrik r6404s」でした。「これ
までのバックアップソリューションは寄せ集めでハードウェ
アとソフトウェアを組み合わせており、設定が複雑で障害時
の対応先も切り分けづらいという問題を抱えていました。そ
のため、刷新を図る際には一体型のアプライアンス製品にし
たいと以前より考えていました。Rubrik r6404s は処理速度
が抜群で、4つのノードで併行して複数システムのバックア
ップが実行できるため、今回のプロジェクトに最適な製品と
判断しました」と姫野氏は語ります。
　予算のタイミングといった事情もあり、2019年3月から
4月に見積もり、6月に発注というスケジュールで進行し、7月
から導入作業に着手。8月にはデータセンターに機材が搬入さ
れ、ネットワーク周りの設定やインストール作業などの初期設
定を自社で行い、10月から本格的な運用が開始されました。
 「内製で行ったことで初期設定には多少手間取りましたが、
実際に運用が開始されてからは、まったく問題は生じていま
せん。第一の目標となる『運用負荷の軽減』はもちろん、複
数部署で同じバックアップシステムを利用する際の情報漏え

いリスクの解消もサポートされており、セキュリティ面でも
問題のないソリューションであることが確認できました」と
姫野氏は語り、ルーブリックの導入で満足できる成果が得ら
れたと力を込めます。
　ルーブリックの総合ソフトウェア「Cloud Data Management 
(CDM）」はポリシーを作成して適用させるだけでバックアッ
プ設定が行えるため、以前のバックアップ環境と比べて運用
の手間は軽減され、情報システム部は本来の生産性の高い業
務に注力できるようになります。さらに高性能なアプライア
ンスを採用したことでバックアップにかかる時間も大幅に短
縮され、その結果バックアップの考え方自体が変わってきた
と姫野氏は話します。
 「これまではバックアップを実行すること自体が一大イベン
トだったのですが、高速処理のルーブリックを導入したこと
で、バックアップ＝面倒な作業という意識がなくなり、たと
えば『パッチを当てる前にとりあえずバックアップを取って
おく』といったバックアップ本来の使い方ができるようにな
りました。今では、メインの作業を行う前に10分程度でバッ
クアップを取り、安心して作業に臨んでいます」

パブリッククラウドのバックアップも
ルーブリックへの一本化を検討
　ルーブリックのバックアップソリューションを導入してか
ら1年が経過していますが、現在のところ大規模なリストア
が必要な障害は発生していません。姫野氏は会計システムの
OSバージョンアップ後に特定のフォルダを戻す作業などにリ
ストア機能を活用しているといいます。
 「幸いなことにシステム全体のリストアが必要となる事故は
起きていませんが、ルーブリックはファイル、フォルダ単位
のリストアにも対応しているため、データ保管庫のようなイ
メージで有効に活用できています」
　グリーではパブリッククラウドを利用する部署も増えてき
ており、今後はパブリッククラウドのバックアップ体制もル
ーブリックに一本化することを検討していると姫野氏。オン
プレミス・プライベートクラウド・パブリッククラウド間の
移行もスムーズに行えるようになることを期待しています。     　
「これからは、必要に応じてプライベートクラウド・パブリック
クラウドを使い分けたり、オンプレミスに戻したりと柔軟に
システム運用を行えることが重要です。その意味でも、ベン
ダーに縛られず、データセンターからクラウドまであらゆる
環境に対応するルーブリックのソリューションが果たす役割
は、今後ますます大きくなっていくと考えています」
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ルーブリックは、インスタント・アプリケーション・アベイラビリティにより、ハイブリッ
ド・クラウド環境における確実 なリカバリやデータ検索、そしてクラウド化への対応が可能と
なります。市場をリードするCloud Data Management プラットフォームは、わずか数秒でセル
フサービスによるアクセスや、自動的な保護ポリシーの適用、大規模なアプリケー ションデー
タの検索や分析、さらにはランサムウェアからのリカバリなどを実現し、エンタープライズ環
境におけるデータ 保護やアプリケーションのさらなる活用をもたらします。 
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